
紹
　
介

介紹

池
内
義
資
編

『
中
世
法
制
史
料
集

　
　
　
　
　
裂
灘
聖
霊

　
池
内
義
資
氏
が
佐
藤
進
一
氏
と
と
も
に
、
　
『
中

世
法
制
史
料
集
』
の
第
一
巻
と
し
て
、
　
『
鎌
倉
幕

府
法
』
を
刊
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
年
で
あ
っ

た
。
新
編
追
加
な
ど
を
余
り
に
、
心
も
と
な
い
足

ど
り
で
中
世
法
制
史
の
研
究
を
は
じ
め
た
ば
か
り

の
私
は
、
や
や
興
奮
気
味
の
書
評
を
本
誌
の
三
九

巻
三
号
に
記
し
て
い
る
。
法
制
史
の
研
究
が
不
振

な
時
期
だ
っ
た
。
ご
く
一
部
と
は
い
え
、
こ
の
よ

う
な
史
料
集
の
刊
行
に
、
冷
評
さ
え
聞
こ
え
る
時

期
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の
史
料
集

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
に
は
大
き
な
励
ま
し

と
な
っ
た
。
爾
来
私
は
同
書
を
座
右
の
書
と
し
て
、

常
に
学
恩
を
蒙
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
そ
の
学
恩
も
私
に
と
っ
て
は
、
単
に
知
見

を
与
え
ら
れ
る
だ
け
の
、
世
の
常
の
学
恩
と
は
違

っ
た
、
格
別
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
『
中
世
法
制
史
料
集
』
は
、
第
二
巻
の

『
室
町
幕
府
法
』
、
さ
ら
に
百
瀬
今
朝
雄
氏
も
加

わ
っ
て
第
三
巻
の
『
武
家
家
法
1
』
の
続
刊
を
見

た
。
編
集
方
針
は
各
巻
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
様

で
は
な
い
が
、
正
続
の
群
書
類
従
、
史
籍
勝
論
、

日
本
古
代
法
典
等
に
散
在
し
て
い
た
法
学
史
料
が
、

も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
底
本
に
基
づ
き
、
厳
密
な
校

訂
を
経
、
数
々
の
未
刊
史
料
を
も
加
え
て
、
編
年

子
等
の
一
定
の
秩
序
に
従
っ
て
配
列
さ
れ
、
さ
ら

に
広
い
視
野
に
立
っ
て
参
考
資
料
ま
で
も
収
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
史
料
集
の
す
ぐ
れ
た
特

色
で
あ
り
、
学
界
が
蒙
っ
た
恩
恵
は
、
は
か
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
さ
て
そ
の
池
内
氏
が
、
こ
の
た
び
『
中
世
法
制

史
料
集
』
の
別
巻
と
し
て
、
　
『
御
成
敗
式
目
註
釈

書
集
要
』
を
刊
行
さ
れ
た
。
氏
が
調
査
し
た
三
十

三
種
の
御
成
敗
式
目
註
釈
書
の
中
か
ら
、
も
っ
と

も
重
要
な
八
種
を
選
ん
で
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
e
御
成
敗
式
目
唯
浄
裏
書
（
龍
門
文
庫

所
蔵
）
、
⇔
関
東
御
式
目
（
陽
明
文
庫
断
蔵
）
、
⇔

御
成
敗
式
目
無
意
注
（
慶
悠
義
塾
図
書
館
所
蔵
）
、

㈱
悪
事
本
御
成
敗
式
目
抄
（
東
京
大
学
文
学
部
国

語
学
研
究
室
断
蔵
）
、
㈲
御
成
敗
式
目
注
　
池
辺
本

（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
、
㈹
御
成
敗
式
目

抄
　
岩
崎
本
（
東
洋
文
庫
所
蔵
）
、
㈹
清
原
業
忠

貞
永
式
醤
聞
書
（
龍
門
文
庫
所
蔵
）
、
㈹
清
原
宣

賢
式
目
抄
（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
の
八

種
で
あ
る
。
鎌
倉
後
期
、
正
応
二
年
目
＝
一
八

九
）
の
奥
書
の
あ
る
e
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
ず

れ
も
天
文
年
間
以
前
の
書
写
に
か
か
り
、
且
つ
⇔

㈹
の
ほ
か
は
、
紀
年
、
筆
者
が
明
ら
か
で
あ
っ
て
、

式
目
註
釈
学
の
進
屡
と
、
註
釈
に
対
す
る
諸
家
の

識
見
と
を
知
る
上
に
、
重
要
だ
と
い
う
理
由
で
、

こ
れ
ら
諸
本
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　
校
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
異
本
の
あ
る
も
の
（
⇔
、

鱒
、
㈲
、
㈹
）
は
、
校
合
に
よ
っ
て
同
系
本
の
原

形
を
求
め
る
こ
と
に
努
め
、
異
本
の
な
い
も
の

（
e
、
㈲
、
㈹
、
㈲
）
は
、
忠
実
に
復
刻
す
る
こ

と
を
主
眼
と
す
る
と
と
も
に
、
諸
本
固
有
の
特
徴

に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
校
訂
法
が

と
ら
れ
て
い
る
。
複
雑
、
多
様
を
極
め
る
訓
点
を
、

活
字
で
印
刷
す
る
と
い
う
至
難
な
事
業
に
も
、
敢

え
て
挑
戦
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
武
家
法
の
中
で
も
、
御
成
敗
式
目
は
特
別
の
尊

重
を
受
け
、
広
く
読
ま
れ
、
初
学
者
の
学
習
用
に

も
供
さ
れ
、
多
く
の
註
釈
書
も
著
さ
れ
た
。
す
で

に
鎌
倉
時
代
に
唯
浄
裏
書
、
関
東
御
式
目
、
是
円

避
雷
の
註
釈
書
の
あ
る
こ
と
、
室
町
時
代
に
は
武

家
側
の
斎
藤
、
飯
尾
、
公
家
側
の
清
原
の
、
三
流

の
註
釈
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
清
原
宣
賢
の
式
目

抄
が
、
中
世
に
お
け
る
御
成
敗
式
目
研
究
の
最
高

峰
で
あ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
我
々
は
一
応
の
、
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概
説
的
な
知
識
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

註
釈
書
に
実
際
に
接
す
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ

た
。
既
刊
の
式
目
註
釈
書
と
し
て
は
、
　
「
式
鼠
抄

〈
清
原
枝
賢
奥
書
〉
」
（
続
史
籍
集
覧
　
二
）
、
「
御

成
敗
式
目
注
」
（
続
々
群
書
類
従
七
）
、
　
「
式
目
聞

書
」
　
（
続
群
書
類
従
　
二
五
上
）
が
あ
る
の
み
で

あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
、
書
写
年
代
や
伝
本
の
‘

系
統
論
か
ら
い
っ
て
、
必
ら
ず
し
も
最
善
本
と
は

い
え
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
八
種
の
註
釈
書
が
、

厳
密
な
校
訂
に
基
づ
き
刊
行
さ
れ
た
意
義
は
大
き

い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
す
で
に
他
の
評
者
も
述
べ
て
い
る
こ
と

だ
が
、
式
目
註
釈
書
を
通
じ
て
知
ら
れ
る
の
は
、

あ
く
ま
で
も
「
式
目
註
釈
書
の
世
界
」
で
あ
っ
て
、

「
御
成
敗
式
目
の
世
界
」
と
は
異
な
る
。
本
書
の

序
で
牧
健
二
氏
が
適
切
に
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
註
釈
書
は
、
そ
の
多
く
が
作
ら
れ
た
室

町
か
ら
江
戸
初
期
に
い
た
る
政
治
思
想
史
、
法
思

想
史
の
重
要
資
料
で
あ
っ
て
、
司
法
・
行
政
の
実

務
と
は
別
箇
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
紹
介
の
多
く
を
、
私
は
八
十
余
頁
に
及
ぶ

池
内
氏
の
詳
細
な
解
題
を
素
材
と
し
て
執
筆
し
た
。

私
の
知
識
の
乏
し
さ
故
だ
が
、
学
界
全
般
を
通
じ
、

式
目
註
釈
書
に
つ
い
て
の
知
識
も
関
心
も
豊
か
と

は
い
え
な
い
。
本
書
の
完
成
に
は
佐
藤
氏
、
百
瀬

氏
ら
の
協
力
、
援
助
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
式
目

註
釈
書
は
池
内
氏
の
独
掘
場
で
あ
り
、
　
『
中
世
法

制
史
料
集
』
の
中
で
も
、
こ
の
別
巻
に
限
っ
て
は
、

池
内
氏
を
措
い
て
編
者
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。

　
昭
和
五
十
三
年
本
雷
を
刊
行
さ
れ
、
余
人
を
も

っ
て
代
え
が
た
い
大
事
業
を
達
成
さ
れ
た
池
内
氏

は
、
そ
の
安
堵
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
昨
五
十
四
年

十
月
二
十
八
日
、
八
十
二
歳
を
も
っ
て
長
逝
さ
れ

た
。
本
書
の
奥
書
は
一
九
七
八
年
一
〇
月
二
七
臼

と
な
っ
て
お
り
、
奇
し
く
も
本
書
刊
行
の
満
一
年

後
に
逝
虫
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
眠
る
が
ご
と
き
大

往
生
で
あ
っ
た
と
承
わ
る
。
池
内
氏
に
は
『
中
世

法
制
史
料
集
』
の
ほ
か
に
、
式
目
伝
写
本
・
の
系
譜

を
探
っ
た
『
御
成
敗
式
目
の
研
究
』
の
労
作
が
あ

る
。
孜
孜
と
し
て
式
目
研
究
に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ

た
篤
学
の
先
学
を
失
い
、
哀
悼
の
念
切
な
る
も
の

が
あ
る
。

　
昨
年
十
二
月
、
池
内
氏
が
蒐
集
さ
れ
た
中
世
武

家
法
関
係
資
料
約
九
十
点
が
、
御
遺
族
に
よ
っ
て

京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
に
適
意
さ
れ
た
。

内
容
は
御
成
敗
式
目
、
局
註
釈
書
、
追
加
集
等
の
、

写
本
、
版
本
で
、
享
保
の
奥
書
の
あ
る
根
頓
寺
本

御
成
敗
式
目
を
除
い
て
、
多
く
は
写
真
で
あ
る
が
、

式
目
註
釈
書
の
菟
集
は
と
く
に
網
羅
的
で
あ
り
、

後
学
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
池
内

氏
自
身
の
筆
写
に
よ
る
数
点
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

あ
の
浩
醐
な
宣
賢
式
目
抄
を
丹
念
に
書
写
さ
れ
て

い
る
の
を
眼
に
し
て
、
頭
の
下
が
る
思
い
を
禁
じ

得
な
か
っ
た
。
御
遺
族
の
御
好
意
に
深
謝
し
、
心

か
ら
池
内
氏
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

　
　
　
（
A
5
判
　
六
五
七
頁
　
一
九
七
八
年
一
〇
月

　
　
　
岩
波
書
店
　
九
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
上
横
手
雅
敬
　
京
都
大
学
教
授
）

小
和
田
哲
男
著

『
戦
国
大
名
』

　
最
近
の
戦
国
期
研
究
の
深
化
と
拡
が
り
は
実
に

鼠
覚
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
本
書
は
ハ
ン
デ
ィ
な

啓
蒙
書
に
新
し
い
研
究
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
意
欲

作
で
あ
り
、
全
体
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　
概
観
　
動
乱
の
戦
国
隣
代

　
1
　
守
護
大
名
か
ら
戦
国
大
名
へ

　
　
　
　
守
護
大
名
と
戦
国
大
名
の
ち
が
い
　
戦

　
　
　
　
国
時
代
の
範
囲

　
2
　
出
自
の
虚
像
と
実
像

　
　
　
　
系
譜
か
ら
み
た
戦
国
大
名
　
国
人
領
主

　
　
　
　
の
戦
国
大
名
化
　
北
条
早
雲
と
斎
藤
道

　
　
　
　
三
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